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 図6A+2Pb(p,t)APb反応の遷移強度同位体依存性の実験
 と理論の比較,白抜きの棒は実験値,黒棒は我々の殻模型
 計算値,斜線をひいた棒は対振動模型計算値
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は208'206'2α4Pbの3つの鉛同位体をターゲットにし,52MeV陽子ビームを用いて(p,
 t)反応を行い、放出される三重水素のエネルギースペクトルと角分布を測定して生成核の核構造
 を調べ,殻模型によって解析したものである。
 励起エネルギー約6MeVまでの終状態について,6。～60。の範囲の角分布をDWBA計算と比較
 して各準位のスピンを求めた。その結果,まず入射陽子のエネルギーが従来の実験よりも高いたぬ
 数多くの高スピン状態が見出された。ついで206Pbについて従来行われていた殻模型計算を拡張し
 て,新たに2曲202Pb核の波動関数を計算し,励起状態の励起エネルギー,および(p,t)反応の遷
 移強度を求め,実験結果と比較した。この計算では2体相互作用としてshlgleレevenの中心力の
 みを仮定し,動径依存性をガウス型にとった。また配位にとりこむ4粒子系の成分に対しては,セ
 ニョリティによ・る制限をもうけて、配位空間の縮小を行っている。
 このような計算と実験結果の比較から次のような結論がえられた。
 L20dPbの3一状態を除くと,2061204Pb核とも,各Jπの最低状態に関して250keV以内で励起
 エネルギーが一致する。
 2.206Pb核の各Jπの最低状態への遷移強度を基準とした、同じJπをもつ他の準位への相対遷
 移強度は,3一と8+状態を除くと・理論値と実験値はよく一致する。
 3.これら3つの核反応の基底状態間の遷移強度の比が,Bohrの対振動模型から予想される1
 2=3とならず,実験値はi:L612.3となって今回の殻模型計算とよく一致する。
 このように今まで報告されていなかった多くの高スピン状態を新たに見出したばかりでなく,2σ6'
 釦4'202Pbの3つの核構造に強い系統性のあることを見出し,目.っこれらの性質が、新しく行った
 殻模型計算によってよく説明されることを示し,従来行われていた206Pb核ばかりでなく,2働202
 Pb核においても殻模型が成りたつことを証明した。
 このように本論文は著者が目立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示しており1よって高橋正二提出の論文は理学博士の論文として合格と認める、,
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